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御社のホームページには、美しいガラス製品が様々あり
ますが、ガラス模様はプリントではないわけですよね。
濱地　そうです。先ほど話したサンドブラストという技法
で、簡単に言うとガラスの表面の部分を削ることで模様を
生み出しています。例えば、一升瓶の表面を加工して還
暦のお祝い品、少し変わったものだと、お寺の納骨堂に
置くお釈迦様の姿を彫ったガラスを作ったこともございま
す。濃淡など芸術的な風合いを要するデザインに対して

も、職人の手作業でガラスを深く彫ったり、浅く彫ったりす
ることで、絵を描くような感じでお応えができます。
　また、ガラス以外では薬液を製造しています。主に鉄鋼
業界向けで、ステンレス鋼を錆び難くする不動態化処理
のための薬液や、溶接部にできる“焼け”と呼ばれる黒ず
みを除去する薬液を製造しています。
　そしてもう１つの商社部門は、科学機器や理化学系の
消耗品を仕入れて販売する、卸の業態になります。

ガラス体積計の生産設備自体が他にはあまりないという
ことは、非常にシェアが高いということでしょうか。
濱地　はい。自社設備を持っているということが強いと思
います。現在の従業員は74人ですが、そのほとんどが製
造担当で、営業を専門にしているのは６人程です。また海
外の取引は、販売よりも仕入れの方が多いです。

創業から現在に至る経緯をお聞かせください。
濱地　1932（昭和7）年、創業者である私の曽祖父が、当
時の福岡県八幡市(現北九州市)で株式会社濵地商店
を創業し、５年後の1937(昭和12）年に濱地製作所と名前
を変えました。私は世代として４代目ですが、順番で言うと
曽祖父-祖父-父-叔父と続き、５番目の社長になります。
　創業者はもともと外国航路船の機関長でした。海外を
巡る中で、工業先進国だったドイツで目にした精緻な計測
器具に非常に興味を持ったのが、創業のきっかけだったよ
うです。
　当時の日本は、竹製のものさしや木製の升を使ってい
た頃で、これからの工業発展には正確に測ることができる
器具が必要だと考え、退職金を元手に自宅で創業したそ
うです。最初は金属製の度量衡器やガラス体積計など、
要は測るもの全般を製作していたそうです。
　その後に第二次世界大戦が始まり、軍の命令で北九
州の八幡から現在の本社があるみやま市へ疎開、つまり
移転します。八幡から高速道路を使って２時間ほどのとこ
ろです。八幡など北九州の地域は軍需工場が多かった
ので、空襲が激しく、ずいぶん工場が消失したそうです。
　そんな混乱を経て終戦となりますが、唯一、疎開してい
た先のガラス体積計の仕事だけが残っていて、そこから
立て直しを図っていったと聞いています。つまり、ガラス体
積計は創業から現在まで、88年間ずっと製造しています。

御社の事業内容についてお聞かせください。
濱地　弊社は福岡県の南部、久留米市と大牟田市の間
に位置するみやま市に本社を置き、「ガラスのコンビニ」と
いうメッセージを掲げ、理化学分析関係ガラス製品、工業
用ガラス、建築やデザイン系の特殊ガラスなど、幅広いガ
ラス製品を製造販売しています。
　また、薬品の製造、さらに理化学関連消耗品の販売も
行っています。製造部門と商社部門が柱です。製造部門
は、みやま工場と筑後工場、新宮工場の３工場で、設備の
９割ほどは自社で開発したものです。ガラス製体積計を
生産する工場設備は市販されているものがないに等しく、
自社で開発された製造設備となっています。この点が弊
社の特色であり、強みでもあります。製品の製造だけでな
く開発も行っていて、日本全国に広がるお客様から、ガラ
ス製造の規模や品質で高い評価をいただいています。

製造しているガラス製品について、お聞かせください。
濱地　理化学系では、メスシリンダーをはじめとするガラ
ス製の体積計、冷却器、フラスコなどの理化学分析用の
ガラス器具があり、これらは製造部門の主力製品でもあ
ります。こうした製品は、直径２ミリから250ミリほどのガラ

ス管をチェコやドイツなどから仕入れて、切る、膨らませる、
曲げる、繋げるなどの加工をしていきます。また、冷却器や
フラスコのご注文についても大半がオーダーメイドで生産
ロットが少ないのですが、そうしたご要望についても、熟練
した職人が１個から手作業で、弊社の設備を活用して製
造しています。
　そして産業用では、照明用のガラス管やコーヒーメー
カーに入るガラス部品を手掛けています。さらに、板ガラ
ス加工、特殊ガラスの製造も行っています。サンドブラスト
加工という技法を使いガラスに文字や絵柄を彫るなどの
加工もでき、大型のものから小型のものまで様々なデザイ
ンガラスを製造することができます。例えばデパート用の
装飾ガラス、贈答用の記念品、ガラスの酒瓶やＪＲ九州の
車輛にも弊社製品をお使いいただいています。
　ＪＲ九州の在来線では、７人掛け座席などにある仕切り
板で、これはアクリル板の材料にサンドブラスト加工で砂を
吹き付けて模様を施しています。さらに観光列車ではドア
のガラス部分に文字や模様を加工したものをお使いいた
だいています。色 な々ガラス製品は、弊社のホームページ
でも写真と動画で紹介しているので、ぜひご覧いただきた
いと思います。
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　また、貴重な人材は何よりも今いる社員なので、長く生
き生きとした気持ちで勤めてくれるように、社員の健康面
などには非常に気をつけています。インフルエンザの予防
接種を会社負担で社員が無料で受けられるようにしまし
た。また、「オフィスで野菜」という取り組みを導入して、ラン
チ時に野菜を100円で提供して、安価に食べられる取組
などを行っています。会社としては健康経営の優良法人
としての認定を５〜６年ほど取得しています。

今後のビジョンや事業目標をお聞かせください。
濱地　「ガラスのコンビニ」が経営ビジョンです。ガラスの
ことなら業務用から個人用、工業用、理化学用の実験の
専門的な製品でも何でもできます、ということに向けた取り
組みをさらに広げていきたいと思っています。
　最近手がけたちょっと変わったものでは、「よなよなエー
ル」というクラフトビール用の「ゆっくりビアグラス」という、砂
時計のような形のグラスを作らせていただきました。
　飲む時に、砂時計のように少量ずつしかビールが出て
こないので、ゆっくりと味わってお飲みいただけるというも
のです。もともと他の業者が作っていたのですが、形状が
特殊なので１日に２〜３個しか製造できていなかったそう
で、弊社に問い合わせが入ったのです。このグラスはメス
フラスコを向かい合わせにして繋ぎ合わせたような形に
似ていますが、弊社では元 メ々スフラスコを作っていまし
たので、特段の苦労もなく製造できます。現在、毎月200〜
300個の注文をいただき、製造しています。

本社がある福岡県みやま市の土地柄や地域でのガラス
産業について、ご紹介いただけますか。
濱地　久留米市の南部、大牟田市の北部という熊本県
に近い場所に位置し、2007年に３つの町が合併して誕生
した市です。「九州に邪馬台国があったのではないか」
という説がありますが、その場所がみやま市のあたりです。
産業自体は農業野菜がメインで、セロリや長なすが有名
です。工業系の会社は、お隣の大牟田にコンビナートがた
くさん作られてきた背景があるので、そちらの方が多いの
ではないかと思います。
　この地域というか、九州のガラス産業について、個人的
な推測として感じていることを少しお話させていだくと、大
都市近辺のガラス加工業社が数人規模である場合が多

いのに対し、九州では弊社のように企業規模で行ってい
る業者がいくつもあります。それは、“周りに頼める業者が
いないから自分たちで何でもやらなくてはいけない”という
事情があったのではないかな、と思います。都会のように
他業者と分業ができないわけで、自分達でやってきた結
果が、今も残るそれなりの規模の企業体につながってい
るのではと想像しています。

ここからは、濱地社長の個人的なことを伺います。座右
の銘や愛読書などはございますか。
濱地　「努力に勝る天才なし」という言葉が好きです。
　小学６年生の頃に初めて知ったと思います。正直言う
と、努力が好きだったわけではありませんが、結局努力を
しなければ夢や目標は達成できないと気づかされるように
なりました。若い頃にそう感じるようになり、ずっと心に刻み
ながら生きています。スポーツその他で活躍する人などが、
よく“天才”ととりあげられますが、絶対に大変な努力をして
きたわけで、私としては、「この人はどのような努力をしてき
たのだろうか」とを思います。
　読書は、以前は本当に本を最後まで読み切ったことが
ないほどでしたが、31歳の時にそれではいけないと自覚さ
せられることがあり、今は乱読するような感じで本を読ん
でいます。愛読書と言えるほどのものはありませんが、カー
ネギーの「人を動かす」などは、時々読み返します。

余暇に楽しまれている趣味はございますか。
濱地　一番の趣味はゴルフです。７年程前、ご縁があっ
てゴルフ場のメンバーになり、今は競技のゴルフにも出場
しながらやっています。会社の経営とゴルフは、なかなか
思い通りにいかないことや、何か対策を打っても効果がす
ぐには出ずに、時間が経ってからいい効果が出るといっ
たようなことなど、似ていることが多いと感じます。

協会へのご意見やご要望などがあればお願いします。
濱地　父が九州科学機器協会の理事長を10年間させ
ていただき、今は私が会計理事を仰せつかっています。
会員企業の諸先輩方 に々は、昔からアドバイスなどをいた
だきまして、大変お世話になりましたので、私もこれから微力
ではありますけど、協会の発展のために力を尽くしていきた
いなと思っている所存です。どうぞよろしくお願いします。

それから祖父、そしてお父様と経営を引き継がれていった
のですね。
濱地　祖父は終戦直後に創業者から社長を引き継ぎま
した。祖父が62歳と早逝した事情があり、父親は38歳で
社長に就任しています。父が社長の時の2017(平成９)年
に、同じ理化学用のガラスを作っていた山口理研と合併
して、現在の株式会社クライミングに社名変更しました。

これまで濱地社長が印象に残っている出来事があれば、
お聞かせください。
濱地　社長に就任して３年目になる頃、人事制度の見直
しを行い、社員教育に力を入れ始めました。具体的に言
うと、制度面では10段階のグレード制を導入して、賞与の
評価項目について個人目標を設定することを行いました。
また、管理職の皆さんに半期ごとに社員と面接をする仕
組みをとり入れ、社内コミュニケーションを密にするようにし
てもらいました。社員教育については、面談にあたる管理
職への研修など、面談技術の向上のための施策を導入
し、一般の社員の皆さんには、社内コミュニケーションが
大事になるので、それを円滑に行うことができるように、伝
え方や働き方の研修等を行うようにしてきました。
　私が社長になってちょうど10年目の今では、もう管理職
の皆さんがそれぞれ部門の責任を持って運営してくれ、
また、社員も１人ひとりの目標の達成を気掛けながら日々
頑張ってくれる社内風土ができていると感じられ、非常に
嬉しく思っています。この10年で会社全体の底上げが出
来たような実感を持ちます。

経営者として大変困難だった出来事があればお聞かせく
ださい。
濱地　社長に就任する前ですが、2008年から2009年頃
のリーマンショックの時期が一番経営上の困難を感じまし
た。当時、私は常務取締役で、工場の生産管理を全て任
されていました。
　当時は、注文が減り生産調整する日々が続き、本当に
在庫がなくなりませんでした。理化学機器業界は景気の
影響を受け難いと言われてきたのに、ここまで状況が悪
化するのかと深刻さを感じました。それをどうやって乗り
切ったのかと言いますと、まさに苦境にあったのですが、ま
ず休業するよりもとにかく社員教育を進めて様々な面の

改善をしようと考えました。１か月の３分の１ほどを教育に
あてていたと思います。具体的には製造原価などのコスト
面、また、当然技術面が大事になるので、日頃携わってい
ない仕事に取り組んでもらうなどしてスキル向上を行いま
した。資金面は、その時に国から出ていた雇用調整助成
金などを活用しながら、何とか乗り切っていった感じです。
このように苦しい中でも、社員の解雇をすることなく、雇用
を守れるようにやりくりしました。
　また、不況でも休業とせずに教育を続けたことは、社
員が会社に出てきてやるべきことがあるということでモチ
ベーションを保つのに有用だったと思います。そうして乗り
越えた後、教育の成果が形として現れ、効率的にも仕事
の質的にも色々な面でプラスに向いて現在に至っている
と思います。

御社の経営方針や経営理念をお聞かせください。
濱地　経営理念は「製品、サービス、人間力で世の中の
お役に立つ会社、世の中を変えられる会社を目指します。
そして全社員の人間力と生活の向上を追求し続けます」
としています。
　経営理念は私が社長に就任した後に、改めてこのよう
に定めました。実は創業者が「会社は、世の中のお役に
立たねばならぬ」ということを口癖のように言っていたそう
です。“世の中のお役に立つ”ということをまず掲げ、そこ
に“世の中を変えられる”というキーワードに加えて経営理
念にしました。そして、社員全員の人間力、人間性が上が
るということ、そして良い生活ができるようにという思いは、
経営する人間として常に持っているつもりです。

現在の課題はございますか。
濱地　課題は、経営者の多くの方が感じられているとこ
ろだと思いますが、人材問題です。ガラスの加工はどうし
ても熟練の技術が必要です。加工技術や製造設備の段
取りなどの調整など、習得に10年前後を要します。その人
材確保、指導育成をどう行っていくかが一番の課題です。
そのことを考えても、若い人が長く、楽しく、面白みを持っ
て仕事に取り組めることが大事なので、若い社員が目の
前の仕事をするだけでなく、そこを離れて勉強ができたり、
ちょっと気楽に考えられる時間を作ってあげられるような
環境づくりを考えています。


